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「
心
で
見
な
く
ち
ゃ
、
見
え
な
い
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
セ
ン
タ
ー
長
　
高
瀬

昭
治

　
第
一
一
次
大
戦
末
期
、
み
ず
か
ら
操
縦
す
る
偵
察
機
と
と
も
に
、

地
中
海
の
上
空
で
消
患
を
絶
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
サ
ン
テ

ク
ジ
ュ
ペ
リ
　
　
。
先
日
の
新
聞
は
、
彼
と
妻
の
名
前
を
刻
ん

だ
腕
輪
と
飛
行
機
の
残
が
い
が
、
こ
の
夏
、
偶
然
に
も
マ
ル

セ
イ
ユ
の
沖
合
い
で
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
サ
ン

テ
ク
ジ
ュ
ペ
リ
の
名
で
、
だ
れ
も
が
思
い
出
す
の
は
、
飛
行
機

が
不
時
着
し
た
サ
八
ラ
砂
漢
で
く
o
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
『
星
の

王
子
さ
ま
」
の
物
語
で
す
。

　
物
語
の
な
か
で
、
キ
ツ
ネ
が
王
子
さ
ま
に
向
か
っ
て
い
い

ま
す
。
「
心
で
見
な
く
ち
ゃ
、
も
の
こ
と
は
よ
く
見
え
な
い
っ

て
こ
と
さ
。
肝
心
な
こ
と
は
、
目
に
見
え
な
い
ん
だ
よ
」
。
同

じ
よ
う
に
王
子
さ
ま
も
、
作
者
の
ぽ
く
に
向
か
コ
て
、
「
き
み

の
住
ん
で
る
と
こ
ろ
の
人
た
ち
は
，
自
分
た
ち
が
な
に
が
ほ

し
い
の
か
、
わ
か
ら
ず
に
い
る
ん
だ
。
さ
が
し
て
い
る
も
の
は
、

目
で
は
な
に
も
見
え
な
い
よ
。
心
で
さ
が
さ
な
い
と
ね
」
と

さ
と
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
肝
心
な
こ
と
は
目
に
は
見
え
な
い
、
心
で
し

か
見
え
な
い
、
と
い
う
一
一
≡
い
回
し
は
、
私
に
は
、
「
情
報
と
は

何
か
」
を
考
え
る
糸
□
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
「
情
報
の
意
昧
は
一
般
に
〈
み
え
な
い
も
の
〉
、
〈
み
え
に

一
嗣

く
い
も
の
奉
一
み
え
る
も
の
一
と
し
π
明
確
に
経
験
さ
せ
嗣

て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
」
と
説
し
た
の
は
見
■
田
宗
介

さ
ん
で
す
。
私
た
ち
は
、
回
り
に
あ
る
モ
ノ
や
現
象
に
名
前

を
付
呈
の
理
関
係
雰
析
茎
と
r
ポ
一
て
そ
の
『

モ
ノ
や
現
象
の
見
え
な
い
本
質
・
法
則
と
も
い
う
べ
き
も
の

を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
に
墓
葦
λ
な
い
も
睾
一
嚢

一
連
の
要
使
一
責
え
婁
と
し
て
経
験
す
葦
豪
一

れ
㍊
㍑
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締
ギ
琶
葦
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一

一
つ
が
、
い
妻
げ
た
社
会
や
目
然
菱
窪
め
の
情
報
、
二
－
「
．
、
、

奮
認
知
擢
知
識
で
墓
罧
会
や
目
哨
に
働
エ
ト
」
、
醗
、
．
赤

か
け
る
た
め
に
指
一
変
与
え
る
プ
。
ク
ラ
ム
、
設
計
行
働
－
囲
・

情
報
で
…
の
一
一
つ
は
、
い
ず
邊
何
か
奪
る
た
糾
象
．
・

　
魂
の
深
い
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
知
性
と
感
性
に
至
福
の

歓
び
嘉
た
し
て
く
墓
自
冒
的
的
梼
報
L
・
畠
鮒

段
と
し
て
の
情
報
に
し
か
目
喬
け
な
い
私
た
考
堀
、

い
情
報
観
に
対
し
て
、
王
子
さ
ま
が
「
目
で
は
見
え
な
い
去
舳
一
…

心
暮
が
套
い
と
ね
一
と
い
是
何
か
は
、
ζ
。
⊃
し
た
一
鍛

質
主
義
の
彼
方
に
あ
る
、
魂
を
ゆ
す
る
よ
う
な
高
晶
質
似
癒
．
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地
域
社
会
が
大
学
に
求
め
る
も
の
は
3
つ
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
1
つ
は
地
域
住
民
に
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
、

2
⊃
目
は
大
学
が
所
有
す
る
施
設
、
設
備
、
人
材
な
ど
を
地

域
の
た
め
に
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
、
臼
つ
目
は
教
育
研
究

の
内
容
を
地
域
社
会
の
一
一
－
ズ
ー
こ
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
一

般
に
大
学
は
こ
れ
ら
の
要
求
に
公
開
講
座
、
施
設
の
開
放
、

社
会
人
の
受
け
入
れ
、
民
間
と
の
共
同
研
究
、
委
託
研
究
、

委
員
会
や
審
議
会
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
応
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
大
学
も
開
学
以
来
、
講
演
会
、
公
民
館
活
動
の

支
援
、
公
開
講
義
、
ウ
i
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ヘ
の
協
カ
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ヘ
の
参
加
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習

会
の
開
催
な
ど
に
よ
o
地
域
と
の
連
携
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ら
1
こ
加
え
て
公
開
講
座
「
情
報
文
化
入
門
」

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
情
報
セ
ン
タ
ー
は
図
書
室
を
一
般
に

開
放
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
交
流
活
動
は
着
実
に
実
績

を
積
み
重
ね
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
人

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
入
学
制
度
、
聴
講
生
制
度
は
整
っ

て
い
ま
す
が
入
学
実
績
は
わ
ず
か
で
す
。
施
設
の
開
放
も
緒

に
⊃
い
た
ば
か
り
で
す
。
共
同
研
究
も
教
員
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
学
開
放
に
と

も
な
う
管
理
や
経
費
の
問
題
も
障
薯
に
な
⊃
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
に
よ
る
入
学
者
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
放
送
大
学
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
は
大

学
以
外
の
と
こ
ろ
で
高
等
教
育
を
習
得
す
る
可
能
性
を
増

や
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
高
等
教
育
の
誓
遍
化
、
生

涯
学
習
の
高
度
化
，
多
様
な
経
済
活
動
を
支
え
る
知
識
基

盤
の
必
要
性
な
ど
社
会
は
ま
す
ま
す
高
度
な
教
育
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
大
学
は
地
域
社
会
の
二
」
ス
を
的
確
に
と

ら
え
、
地
域
に
貢
献
す
る
存
在
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
τ

い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
地
域
交
流
活
動
の
意
義
が
あ
o
ま
す
。

公開講膣r情報文化入門」看50名が受講

本学はr0月昌日から7回の日程で公開講座「情報文化入門」（木躍、午後7100～9100〕葎万代市民会
館で開いた。杢学の学部名でもある「情報文化」を地域の人々に理解してもらい・、大学の存在慧義を
アピー火するLとが目的である血情報文化を説明するには精報技術が生み出す文化とL、う視点で語る
と理解が容易である山そこで「生活の中の惰報技術」という副題をつけて、情報システム学科の先生方
が講…而を分担した。

全7回の内容と講師は次のとおO。

第1回　資源としての憎報　　　　　高木　義和
第2回　　21世紀はネットワーク社会　　永丼　武
第3回　インターネット社会の光と影　　宗澤　拓郎

第4回　生き残りをかけた情報システム竹並　輝之
第5回　人に優しい情報機器　　　　　大山　毅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
第6回　　身近な人工知能　　　　　　　樋口　光明
第フ回　　仮想世界のルーツ　　　　　　渡辺　忠

40名の募彙定輿に対して、50名を超える市民の応募があO
盛況であった、

『
情
報
シ
ス
テ
ム
特
論
』

看
市
民
に
公
開

　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
3
年
向
け
講
義
で
あ
る
「
情
報
シ
ス

テ
ム
特
論
」
を
公
開
講
義
と
し
て
市
民
に
も
開
放
し
た
。
こ

の
講
義
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
最
新
の
動
向
を
、
実

社
会
で
活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
と
し
て
話
し
て
も
ら
う

も
の
で
、
9
月
か
ら
1
－
月
に
か
け
τ
土
曜
日
に
4
回
開
か
れ
た
。

毎
回
帖
名
程
の
一
般
社
会
人
の
参
加
が
あ
⊃
た
。

　
講
義
内
容
は
、
「
シ
ス
テ
ム
構
築
管
理
」
松
平
和
也
（
プ
ラ

イ
ド
）
、
「
経
営
と
情
報
シ
ス
テ
ム
ー
過
去
、
現
在
、
未
来
」
岡

本
行
一
一
（
東
芝
情
報
シ
ス
テ
ム
〕
、
「
県
内
企
業
の
情
報
化
実

態
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
法
」
佐
藤
実
（
新
潟
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
セ
ン
タ
ー
）
渡
選
清
史
（
中
小
企
業
診
断
士
）
、
「
薬
局
基

幹
情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
際
」
水
野
善
朗
（
水
野
薬
局
）
。

ウ
ー
マ
ン
・
カ
レ
ツ
ジ

開
催
で
地
域
と
運
傷

　
新
潟
市
が
産
学
交
流
事
業

と
し
て
進
め
て
い
る
大
学
の

視
察
会
が
■
月
1
－
日
、
本
学

で
開
か
れ
た
。
企
業
関
係
者

や
一
般
市
民
ら
約
一
二
十
人
が

参
加
バ
ソ
コ
ン
関
連
の
施
設

㎜

「
ウ
ー
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は
女
性
の
社
会
参
加
を
応
援
す
る

事
業
の
一
環
と
し
て
新
潟
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
き
た
連

続
講
座
で
あ
る
。
主
に
社
会
人
の
女
性
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、

学
生
で
も
男
性
で
も
参
加
で
き
る
。
新
潟
県
の
教
育
委
員
会

が
主
催
し
て
お
o
、
地
域
一
、
し
と
に
結
成
さ
れ
た
運
営
委
員
会

が
目
主
的
に
立
案
・
運
営
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
度
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
「
ウ
ー
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
・
－
n
西
蒲
・
燕
」
は
一
一
一

十
回
の
講
義
を
一
一
一
年
計
画
で
行
う
も
の
で
、
新
潟
市
西
部
か

ら
燕
市
に
か
け
て
の
地
域
と
大
学
の
密
着
な
連
携
を
は
か

る
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
E
月
か
ら
■

月
に
か
け
、
土
曜
日
に
m
回
本
学
大
教
室
で
実
施
さ
れ
た
、

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
「
今
、
変
わ
る
と
き
・
変
え
る
と
き
」

と
掲
げ
，
既
存
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
」
ソ
ッ
プ
を
女
性
学
の

視
占
…
か
ら
見
つ
め
な
お
す
た
め
の
講
義
を
組
ん
で
い
る
。
講

義
の
ほ
ぼ
半
数
を
本
学
の
専
任
教
員
が
担
当
し
、
他
は
各
分

野
の
研
究
者
や
専
門
家
を
学
外
か
ら
招
轄
し
て
い
る
。
参
加

者
は
一
年
目
か
ら
一
五
〇
名
を
超
え
、
専
門
的
な
内
容
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
講
義
の
後
半
は
常
に
活
発
な
質
疑
応
答
の
時
間

と
な
っ
て
い
る
。

な
ど
、
ふ
だ
ん
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
学
構
内
を
見
学

し
た
。

　
視
察
会
は
企
業
と
地
元
の
大
学
が
協
力
し
、
技
術
の
高

度
化
や
製
品
開
発
を
進
め
る
産
学
交
流
事
業
の
一
環
。
視
察

会
で
は
、
石
川
真
澄
情
報
文
化
学
部
長
が
「
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
す
べ
て
の
学
生
が
入
学
で
き
る
大
学
全
入
時
代
が
や

っ
て
く
る
。
学
生
が
大
学
を
選
ぷ
去
⊃
に
な
る
の
で
、
個
性

的
な
大
学
が
必
要
と
な
る
」
と
大
学
の
展
望
を
示
し
た
。
続

い
て
竹
並
輝
之
同
学
部
教
授
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
管

理
者
」
と
題
し
て
講
演
。
電
子
メ
ー
ル
の
普
及
に
よ
O
、
企

業
で
は
、
役
職
の
上
下
に
関
係
な
く
情
報
を
共
有
化
し
て
い
る
。

上
司
と
部
下
を
つ
な
ぐ
だ
け
の
中
間
管
理
者
は
不
必
要
と

な
り
、
管
理
者
に
は
、
新
た
な
管
理
能
カ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
…

と
講
演
し
乍
　
　
　
　
一

懇
談
会
は
名
刺
交
換
会
一

■
月
4
日
（
水
〕
、
企
業
と
の
就
職
懇
談
会
が
新
潟
市
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
－
9
0
の
企
業
か
ら
2
「
3
名
が
参
加
さ

れ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
学
か
ら
も
学
長
，
学
部
長
、
就
職
指
導
委
員
は
じ
め
多

く
の
教
職
員
が
出
席
、
広
い
懇
談
会
場
で
は
「
グ
ラ
ス
を
片

手
に
」
す
る
闇
も
な
く
、
「
名
刺
を
片
手
1
こ
」
い
た
る
と
こ
ろ

で
教
職
員
が
企
業
の
人
事
担
当
者
と
真
剣
に
話
し
倉
⊃
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
不
況
に
よ
る
採
用
の
手
控
え
等
厳
し
い
話
題
の
多
い
一
方
、

少
数
精
鋭
を
本
学
の
学
生
に
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

兎
1
こ
角
、
「
全
て
に
積
極
的
」
な
人
間
を
求
め
て
い
る
こ
と
は
、

間
違
い
な
い
よ
う
で
し
た
。



目本アイ1ビー・エム（株〕

　　　　●

　代表取締役社長

北城悟太即

■HIER旧｛T■O一＾L里■旧F口円H＾了■O一

罰器㎜
　■1・’1■

　
目
－
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
エ
レ
ク
ト
□
一
一
ツ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
の
こ

と
で
す
。
本
日
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
っ
て
、
ど
う
企
業
経
営
を
変
え
て
行
く
か
と
い
う
こ

と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
目
－
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
ど
ん
な
仕
事
の
進
め
方
な
の
か
を
お
話
し
し
、
次
に
そ
れ

1
こ
よ
O
ど
の
よ
う
な
事
業
改
革
が
行
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
を

支
え
る
情
報
技
術
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
お
話
し
し
ま
す
。

　
■
業
化
社
会
の
進
展
の
な
か
か
ら
デ
ジ
タ
ル
革
命
が
起

こ
o
、
さ
ら
に
新
し
い
情
報
化
社
会
が
始
ま
ζ
〕
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
を
企
業
活
動
、
茜
る
い
は
個
人
の
生
活
の
な
か

に
活
か
し
て
い
く
社
会
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

情
報
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
が
惰
報
化
社
会
で
す
。

こ
の
時
代
の
新
し
い
き
コ
か
け
を
作
っ
て
い
る
の
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、

毎
年
倍
増
し
て
お
O
、
現
在
3
0
0
0
万
台
以
上
が
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
で
い
え
ば
、
5
0
0
0
万
人
を
超

え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
は
、
す
で
に
社
会
基

盤
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ラ
ジ
オ
が
「
o
O
O
O
万
台
に

達
す
る
の
に
髄
年
か
か
o
、
テ
レ
ビ
は
｝
舌
冊
年
か
か
o
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
5
年
で
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
が
社
会
に
大
き
な
影
饗
を
与
え
る
レ
ベ
ル
は
、
5
0

0
0
万
台
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
、
会
社
、
銀
行
、

商
店
、
家
庭
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

使
わ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
前
提
と
な
っ
た
社
会
が
や
っ
て
く

る
で
し
よ
う
。

　
企
業
に
と
コ
て
も
、
大
き
な
影
響
が
あ
o
ま
す
。
今
ま
で
は
、

す
で
に
企
業
内
に
存
在
す
る
仕
事
を
、
い
か
に
効
率
よ
く
、

早
く
、
安
く
行
う
か
に
情
報
技
術
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
す
で
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
o
、
そ
れ
に
つ
な

が
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
多
く
の
人
が
使
っ
て
い
る
こ
と
を
前
捉

1
こ
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
コ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
ど

う
進
め
る
か
、
ま
た
個
人
が
快
遭
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
を
者
え
る
時
代
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
従
来
と
根
本
的
な
違
い
で
あ
o
、
産

業
界
に
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が

ど
う
展
開
し
て
い
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
も
と
に
お

話
し
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
個
人
を
対
象
に
し
た
電
子
商
取
引
の
事
例
で
す
。

海
外
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
社
の
書
籍
販
売
、
畠
－
ト
レ
ー
ド
社
の

株
式
売
買
、
オ
ー
ト
バ
イ
テ
ル
社
の
目
動
吏
販
売
な
ど
が
成

功
事
例
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
！
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た

麗
子
商
取
引
で
は
、
店
舗
や
場
所
、
時
問
に
制
約
さ
れ
な
い
、

世
界
中
を
相
手
に
で
き
る
、
豊
富
な
情
報
提
供
と
素
早
い
情

報
伝
播
が
で
き
る
、
販
売
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
の
で
安
く

提
供
で
き
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
す
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
o
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
各
社
と
も
、
利
用
者
に
付
加
価
値
を
与
え
る
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
の
客
室
予
約
、
日
本
航
空
の
航
空
券
販
売
、
ア
ス

ク
ル
の
事
務
用
晶
販
売
、
セ
イ
ノ
ー
の
荷
物
追
跡
、
□
ー
ソ
ン

の
力
夕
□
グ
販
売
な
ど
の
事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
目
本

で
は
1
4

0
0
万
人

が
す
で
に

ネ
ツ
ト
ワ

ー
ク
を
使

⊃
て
い
ま

す
。
特
に
、

若
い
人
の

世
代
に
な

れ
ば
ど
ん

ど
ん
利
用

が
進
む
で

し
よ
う
。

　
企
業
問

の
電
子
商

取
引
も
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
エ
ク
ス
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
一
一
一
目
い
ま
す
。
G

E
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
部
晶
調
達
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

購
買
］
ス
ト
の
削
減
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

で
は
、
設
計
情
報
を
開
示
し
て
調
達
先
に
改
善
捉
案
を
求
め

て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
o
、
仮
想
企
業
集
団
が
で

き
上
が
る
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
て
、
メ
ー
カ
ー
が
、
小
売
業
に
お
け

る
目
社
製
晶
の
販
売
在
庫
情
報
を
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
刻
々

と
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
生
産
計
画
を
作
o
、
在

庫
回
転
率
在
上
げ
る
方
式
が
新
し
い
流
れ
で
す
が
、
こ
れ
も

ネ
ッ
ト
ワ
：
ク
が
あ
れ
ぱ
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
社
内
業
務
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
－
目
M
の
事
例

で
お
話
し
し
ま
す
。
－
B
M
で
は
、
m
年
前
に
電
子
メ
ー
ル

を
導
入
し
、
情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
効
果
を
発
揮

し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
チ
ー
ム
で
の
仕
事
の
効
率
を
上
げ

る
た
め
に
、
1
昌
9
5
年
に
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
（
□
－
タ
ス
ノ

ー
ツ
一
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
O
グ
ル
ー
プ
全
員
に

簡
単
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
情
報

の
共
有
が
進
み
、
ま
た
部
門
を
移
っ
て
い
く
仕
事
の
決
裁
や

プ
□
セ
ス
管
理
も
で
き
る
去
⊃
に
な
o
、
電
子
会
議
で
会
議

の
生
産
性
が
上
が
る
な
ど
の
効
果
も
出
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
こ
の
イ
ン
フ
ラ
の
も
と
で
、
営
業
マ
ン
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
］
ン

と
携
帯
電
話
を
も
た
せ
、
会
社
に
来
な
い
で
、
自
宅
で
も
、
客

先
で
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
も
仕
事
を
し
て
よ
い
と

い
う
モ
バ
イ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
1
こ
は
、
仕
事
に
必
要
な
す
べ
て
の
情
報
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
在
通
し
て
自
分
の
バ
ソ
コ
ン
に
送
ら
れ
る
と
い
う
仕

組
が
必
要
に
な
o
ま
す
。
こ
れ
で
、
営
業
マ
ン
が
客
先
を
訪

問
す
る
時
間
が
目
割
向
上
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
適
し
た
仕
事
の
仕
方
を
し
な
い
と
社
内
の
風

通
し
は
畏
く
な
ら
な
い
し
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
も
で
き
ま
せ
ん
。

社
内
の
風
通
し
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
文
化
や
、
仕
事
の
仕

組
は
ど
ん
ど
ん
変
え
て
も
良
い
と
い
う
社
風
が
な
い
と
、
い

く
ら
電
子
的
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
τ
も
会
社
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
い
く
ら
社
風
が
あ
コ
て
も
、
う
ま
い
シ
ス
テ
ム
が
な
い

と
会
社
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
臼
－
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
情
報
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
大
量
に
発
生
す
る
デ
ー
タ
の
な
か

か
ら
、
い
か
に
価
値
の
あ
る
情
報
を
取
り
出
す
か
が
重
要
で
す
。

大
量
の
デ
ー
タ
の
分
析
に
人
■
知
能
を
利
用
す
る
研
究
や

取
o
引
き
履
歴
を
統
計
的
に
分
析
し
、
ワ
ン
ツ
ー
ワ
ン
マ
ー

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
デ
ー
タ
マ
イ
一
．
一
ン
グ
の
研
究

が
進
ん
で
い
ま
す
。
パ
ー
ベ
イ
シ
プ
］
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

い
っ
て
、
家
電
、
V
0
口
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
げ
る
技
術
バ
ソ
］
ン
を
だ
れ
に

も
使
え
る
道
具
に
す
る
琶
声
認
識
、
体
に
装
着
で
き
る
ウ
ェ

ア
ラ
プ
ル
パ
ソ
コ
ン
の
研
究
な
ど
も
急
逮
に
進
む
で
し
ょ
う
。

　
目
本
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
が
着
実
に
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
o
ま
す
。
通
信
回
線
の

低
価
格
化
、
暗
号
化
な
ど
の
セ
キ
ュ
U
テ
ィ
技
術
の
確
立
バ

ッ
カ
ー
対
策
の
強
化
な
ど
の
問
題
が
あ
o
ま
す
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
多
く
の
人
が
使
い
出
し
て
、
こ
れ
が
社
会
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
、
あ
と
数
年
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
市
場
に
な
り
ま
す
。

経
営
者
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
コ
て
ど
う
い
う
仕
事
を
す

る
か
を
考
え
ね
ぱ
な
o
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
経
営
革
新
で
す
。

こ
れ
が
で
き
な
い
と
、
新
し
い
時
代
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
異
業
種
の
新
規

事
業
に
参
入
す
る
こ
と
は
、
、
コ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
金
を
堀

当
て
る
ぐ
ら
い
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
本
業
の

分
野
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
い
か
に
経
営
を
強
化
す

る
か
、
新
し
い
市
場
を
拡
大
す
る
か
、
業
態
を
ど
う
変
え
る

か
が
新
し
い
経
営
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
ど
う
変
化
す

る
か
は
、
な
か
な
か
判
o
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
変
化
の
兆

し
を
見
つ
け
た
時
に
、
い
か
に
早
く
行
動
で
き
る
か
が
今
後

の
企
業
の
競
争
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
後

の
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
経
営
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
o
、

そ
れ
を
支
え
る
も
の
は
情
報
技
術
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
本
稿
は
、
1
0
月
3
0
日
1
こ
万
代
市
民
会
館
で
約
2
昌
口
名
の

参
加
を
得
て
行
わ
れ
た
開
学
5
周
年
記
念
講
演
会
の
講
演

要
約
で
す
。
文
賛
・
広
報
委
員
長
〕

　　　　　・盟囲語壷

冊㎜脳顯彊亜囮睡
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鰯

コ
豪
慶
胸
な
知
識
壱
体
得
』

　
　
　
　
　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
掌
科
目
年
木
百
。
本
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
習
先
・
新
潟
市
立
図
蕎
館
〕

　
私
が
私
の
参
加
し
た
学
外
実
習
の
内
容
を
振
り
返
る
と
き
、

私
は
常
に
大
き
な
反
省
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く
な
o
ま
す
。

　
私
は
学
外
実
習
の
受
入
先
で
あ
る
新
潟
市
立
図
書
館
よ
o
、

図
壷
囲
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
の
作
成
を
実
習

の
課
題
と
し
て
だ
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

の
学
生
と
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
知
識
を

学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
課
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
一
体
ど

う
し
て
良
い
の
か
全
く
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
ん

だ
知
識
と
現
実
に
存
在
す
る
シ
ス
テ
ム
と
を
⊃
き
あ
わ
せ
る

こ
と
を
怠
o
、
た
だ
漫
然
と
講
義
を
受
け
入
れ
て
き
た
た
め

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
学
生
と
い
う
も
の
は
、
純
粋
な
学
習
の
場
と
し
て
の

大
学
1
こ
身
を
お
い
て
い
る
た
め
、
一
般
に
実
際
の
活
動
と
乖

離
し
が
ち
に
な
o
易
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
我
々
の
多
く
は
社
会
1
こ
お
け
る
企
業
活
動
な
ど
に

直
接
触
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
多
く

は
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
「
」
く
限
定
さ
れ
た
形
で
の
接
触
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。
従
コ
て
、
私
が
今
年
参
加
し
た
学
外
実
習
は
、

企
業
活
動
へ
の
直
接
の
参
加
、
接
触
と
い
〕
体
験
を
通
じ
て
、

そ
の
事
実
を
認
識
さ
せ
、
よ
o
案
践
的
な
知
識
を
体
得
す
る

必
要
性
と
そ
の
た
め
の
方
向
性
に
対
し
て
目
を
開
か
せ
て

く
れ
た
費
重
な
学
習
の
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
掌
外
案
四
を
振
り
返
つ
て
』

　
　
　
　
　
　
　
惰
報
シ
ス
テ
ム
学
科
ヨ
年
野
村
美
由
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
案
習
先
・
新
潟
交
通
〕

　
私
の
実
習
先
は
新
潟
交
通
で
し
た
。
実
習
内
容
は
、
実
習

期
間
の
2
週
間
、
新
潟
空
港
へ
行
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

そ
れ
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
簡

単
な
よ
う
で
す
が
、
実
際
、
大
変
な
仕
事
で
し
た
。
知
ら
な
い

人
と
、
ど
の
よ
う
に
］
ミ
ュ
一
一
ケ
ー
シ
≡
ン
を
と
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
て
も
ら
う
の
か
。
憤
れ
る
ま
で
時
問
も
か
か
り

ま
し
た
が
、
普
段
、
な
か
な
か
経
験
の
で
き
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
終
わ
っ
て
み
る
と
充
実
し
た
2
週
間
で
し
た
。
そ
の

後
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
も
、
今
ま
で
習
得
し
た
も
の
を
十
分
生

か
せ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
就
職
と
い
う
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
実
習
に
行
コ
た
こ

と
で
、
少
し
不
安
が
取
o
除
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
、
行
き

先
に
よ
o
、
実
習
内
容
も
異
な
o
、
そ
こ
で
得
る
も
の
も
違

う
と
は
患
い
ま
す
が
、
企
業
の
雰
囲
気
を
感
じ
、
仕
事
と
は

何
か
、
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
な
ど
を
知
o
、
経

験
す
る
こ
と
は
、
必
ず
目
分
の
た
め
に
な
る
は
ず
で
す
。
私

に
と
コ
て
、
学
外
実
習
は
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

『
昧
の
豪
の
蛛
』

　
　
　
　
　
　
　
惰
報
シ
ス
テ
ム
学
科
ヨ
年
山
田
　
一
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
習
先
・
昧
の
素
〕

　
私
は
平
成
1
0
年
8
月
3
日
…
8
月
刊
目
ま
で
の
2
週
間
、

横
浜
の
川
崎
市
に
所
在
す
る
味
の
素
（
株
）
川
崎
工
場
の
生

産
技
術
研
究
所
に
研
修
生
と
し
て
お
世
話
に
な
o
ま
し
た
。

川
崎
工
場
は
大
規
模
な
施
設
で
昧
の
素
や
ほ
ん
だ
し
な
ど

が
生
産
さ
れ
τ
い
て
、
多
く
の
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
私

が
研
修
し
た
生
産
技
術
研
究
所
で
は
工
場
内
の
情
報
シ
ス

テ
ム
の
運
営
や
工
場
・
従
業
員
の
管
理
な
ど
の
業
務
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
の
研
修
2
週
問
は
右
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
始
め
の
－

週
問
は
工
場
内
・
外
の
施
設
見
学
を
し
ま
し
た
。
ほ
ん
だ
し

が
出
来
る
ま
で
の
過
程
や
新
商
品
を
開
発
す
る
た
め
の
実

験
室
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
の
「
遁

間
は
実
際
の
業
務
の
補
助
的
な
手
伝
い
を
し
た
o
、
会
議
等

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
会
社
の
し
く
み
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
研
修
の
結
果
報
告
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
≡
ン
形
式
で
行
わ
せ
て
も
ら
い
人
前
に
出

て
の
話
し
方
な
ど
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
社
員
の
方
々
か
ら
由
貝
重
な
お
話
し
を
聞
い

て
目
分
の
就
職
に
⊃
い
て
の
方
向
性
な
ど
を
知
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
の
学
外
実
習
は
と
て
も
実
の

あ
る
も
の
で
、
普
段
体
験
で
き
な
い
す
ぱ
ら
し
い
体
験
で
し
た
。

『
掌
外
葵
習
を
蜴
り
返
つ
て
』

　
　
　
　
　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
昌
年
田
沢
　
葉
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
習
先
・
新
潟
商
工
会
講
所
〕

　
私
は
商
工
会
議
所
の
業
務
を
検
定
試
験
以
外
知
ら
ず
、

と
て
も
興
味
を
持
⊃
た
の
で
実
習
先
に
商
工
会
議
所
を
選

び
ま
し
た
。

　
2
週
間
の
実
習
を
終
え
、
商
工
会
議
所
の
今
ま
で
知
ら
な

か
コ
た
多
く
の
業
務
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
遇
問
と
は
い
え
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
O
で
「
目
－
目
が

あ
⊃
と
り
〕
問
に
過
ぎ
ま
し
た
。
中
で
も
調
査
課
で
会
議
を

員
学
で
き
た
こ
と
、
受
付
業
務
を
体
験
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
よ
い
経
験
1
こ
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
職
員

の
方
々
が
何
度
も
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て
下
さ
コ
た

事
に
少
し
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
般
企
業
で
は
当
o
前
の

こ
と
の
よ
う
で
、
こ
の
こ
と
も
含
め
実
際
に
就
職
す
る
前
に

こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
2
週
間
で
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
よ
う
な
実

習
体
験
を
通
じ
て
大
学
で
習
得
し
た
も
の
を
実
際
の
職
場

で
発
揮
で
き
る
か
を
確
認
し
、
職
業
人
、
社
会
人
と
し
て
の

自
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
学
外
実
習

に
参
加
し
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

．
『
出
版
社
の
仕
事
』

　
　
　
　
　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
筥
年
渡
部
　
浩
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
実
習
先
・
博
進
堂
〕

　
私
は
、
今
年
の
夏
に
学
外
実
習
と
し
τ
、
新
潟
市
に
あ
る
、

博
進
堂
と
い
う
会
社
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
出
版
，

印
刷
を
お
こ
な
い
、
そ
の
他
に
も
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
／

運
営
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
社
の
出
版
物
の
一
つ
に
、
学
校

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
右
o
ま
す
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
⊃
い
て
は
、

全
国
で
シ
ェ
ア
ー
位
を
占
め
て
お
り
、
も
⊃
と
も
力
を
い
れ
て

い
る
仕
事
な
の
で
卒
業
ア
ル
バ
ム
専
門
の
制
作
部
も
あ
o

ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
出
版
の
仕
事
に
興
味
を
も
⊃
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
私
は
そ
こ
で
、
出
版
の
仕
事
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
学
ぴ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
新
潟
に
い
く
つ
か
あ
る
博
進
堂
の
事
務
所
の
中
で
、
私
が

派
遭
さ
れ
た
先
は
、
博
進
堂
≡
ニ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
と

い
う
所
で
し
た
。
私
は
い
ま
ま
で
、
出
版
の
仕
事
に
つ
い
て
、

出
版
物
を
印
刷
す
る
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
会
社
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
博
進
堂
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
／
運
営
も
し

て
い
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
こ
の
企
画
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
、

私
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
企
画
と
は
、
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
何
か
を
産
み
出
す
こ
と
で
す
。
そ
こ
に
勤
め
る

人
達
は
，
た
く
さ
ん
の
企
画
を
た
て
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
、

企
業
の
利
益
に
結
び
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
～

　
　
験

ぶ
体

会
所
社
当

　学校では学ぶこと

のできない実習イ本験

を通して学校で習得

したものを実際の職

場で発揮できるかを

確認し、職榮人とし

ての白覚を身に付け

ることを目的とする

で31亘1目となり、今

大学情報文化学部・

のFH沢葉子さんが実
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『
長
靴
を
は
か
な
か
っ
た
私
』

　
　
　
　
　
　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
掌
科
ヨ
年
田
村
　
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
習
先
・
日
本
海
水
産
研
究
所
〕

　
私
は
、
水
産
庁
の
研
究
所
で
あ
る
「
日
本
海
水
産
研
究
所
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
、
約
2
週
間
程
実
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

実
習
に
行
く
以
前
、
私
は
こ
の
研
究
所
が
一
体
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
全
く
知
o
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ

名
前
か
ら
察
す
る
に
、
「
魚
の
研
究
で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
思
い
、
い
く
つ
も
の
水
槽
の
中
で
、
魚
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
周
o
を
白
衣
を
着
た
研
究
者
達
が
、
一
一
一
角
フ
ラ
ス
コ
で

も
持
ち
な
が
ら
、
私
な
ど
で
は
全
く
計
o
知
れ
な
い
超
専
門

的
な
研
究
に
勤
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
コ
て
い
ま
し
た
。

正
直
、
「
惰
報
処
理
の
実
態
」
と
い
う
、
実
習
目
的
と
は
、
な

ん
の
関
連
牲
も
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
不
安
に
思
っ
た
も

の
で
す
。
「
私
服
で
大
丈
夫
か
な
？
長
靴
持
っ
て
き
て
下
さ
い
、

な
ん
て
言
わ
れ
て
な
い
し
な
あ
…
」
半
ば
、
魚
市
場
に
行
く

よ
う
な
感
覚
で
、
研
究
所
に
足
を
踏
み
入
れ
た
私
は
、
面
食

ら
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
私
が
研
究
所
で
行
っ
た
実
習
を
挙
げ
る
と
、
気
象
衛
生
「
N

O
A
A
」
受
信
シ
ス
テ
ム
、
N
P
S
－
／
画
像
処
理
，
N
O
A

A
画
像
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
化
、
等
温
図
・
海
況
摸
式
図
作
成
（
口

0
S
画
面
に
て
操
作
一
、
続
計
的
情
報
処
理
、
デ
ー
タ
入
力
と

年
齢
判
断
、
魚
体
の
体
長
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
、
図
書
検

索
な
ど
で
す
。

　
実
習
に
し
て
は
十
分
す
ぎ
る
位
中
身
の
濃
い
内
容
で
し
た
。

お
ま
け
に
、
短
日
担
当
の
方
が
付
い
て
、
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
の
で
す
。
担
当
の
方
は
ど
な
た
も
本
当
に
良
い
方
ぱ
か

○
で
、
実
習
の
最
終
目
に
は
、
お
別
れ
が
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
栗
年
、
学
外
実
習
を
希
望
す
る
学
生
に
も
、
是
非
日
本
海

水
産
所
で
実
習
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
我
々
が

学
ん
で
い
る
知
識
が
、
社
会
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
が
、
身
を
持
っ
て
体
験
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
目
分
を
見
づ
め
直
す
ζ
と
が
で
き
た
」

　
　
　
　
　
　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
ヨ
年
土
田
　
和
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
習
先
・
東
芝
ホ
ー
ム
テ
ク
ノ
）

　
私
は
こ
の
2
年
半
の
問
、
こ
れ
と
い
っ
た
目
標
も
な
く
た

だ
漢
然
と
勉
強
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
目
分
の
心
の
中
で
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

い
2
丸
持
ち
が
あ
〕
た
。
そ
ん
な
時
、
ち
ょ
う
ど
学
外
実
習
が

あ
o
、
実
社
会
へ
の
好
奇
心
と
自
分
在
変
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
参
加
し
た
。
私
は
一
目
目
に
し
て
、
実
社
会
の

企
業
の
厳
し
さ
と
、
い
か
に
今
の
目
分
に
カ
が
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
今
ま
で
本
当
に
時
問
を
無
駄

に
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
悲
し
か
コ
た
。
し
か
し
、
大

学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
仕
事
が
で
き
る
わ
け
で
な
く
、
企
業

で
一
つ
一
つ
勉
強
し
て
一
人
前
へ
と
な
〕
て
行
く
の
だ
と
企
業
の

方
に
一
一
一
日
わ
れ
少
し
ホ
ッ
と
し
た
。

　
学
外
実
習
を
終
え
，
や
コ
と
自
分
の
進
む
べ
き
道
が
定
ま

っ
て
き
た
。
卒
業
ま
で
の
残
o
の
時
間
を
大
切
に
し
精
一
杯

が
ん
ば
っ
て
行
こ
う
と
思
う
。
本
当
に
良
い
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

新
潟
国
際
惰
竃
大
掌
奨
掌
生
濠
蒙
る

二
」
の
度
本
学
の
奨
学
生
が
次
の
通
o
挟
ま
σ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
学
業
の
み
な
ら
ず
、
課
外
活
動
讐
の
活
躍
、

ま
た
卒
業
後
も
同
窓
生
・
と
し
て
活
躍
が
期
梼
で
き
る
と

懸
わ
れ
る
2
年
次
以
上
の
学
生
を
対
象
に
教
職
輿
の

推
薦
1
こ
よ
り
波
ま
る
も
の
で
す
。

・
4
年
次
生
帽
報
文
化
学
摘

　
　
　
　
摘
報
シ
ス
チ
ム
峯
科

冨
年
次
生
擢
報
文
化
学
科

　
　
　
　
樽
報
シ
ス
テ
ム
学
科

畠
年
次
生
情
報
シ
ス
デ
ム
学
科

川
上
津
子
、
黒
曲
摘
争
若
．
裡
井
万
致
子

■
井
上
舞
、
滴
水
愛
子

佐
々
木
克
、
汕
際
鞍
．

小
林
久
桂
、
山
口
謝
、
山
囲
一
洋

柚
田
武
恵
、
菊
地
．
太

T
O
E
－
C
お
よ
び
中
国
語
検

定
試
験
、
本
学
に
於
て
実
施

本
学
で
は
、
英
語
≡
；
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
カ
テ
ス
ト
で
あ
る

T
O
E
－
0
の
特
別
受
験
（
団
体
と
し
て
割
安
な
料
金
で

受
験
で
き
る
制
度
）
を
行
コ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
胆
月
5
日
＾
土
〕

に
実
施
し
、
昨
年
度
（
日
日
名
）
を
上
回
る
花
名
の
学
生
が
参

加
し
た
。

　
ま
た
、
■
月
1
5
目
（
日
）
に
は
、
本
学
の
試
験
場
で
中
国
語

検
定
試
験
在
実
施
し
た
。
甑
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
準
2
級
・
3
級
・
4
級
・
準
4
級
の
試
験
を
受
け
た
。

　
先
生
お
元
気
で
す
か
？

連
絡
が
遅
く
な
o
ま
し
て

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
o
ま

す
。
本
日
よ
り
、
や
っ
と
自

分
の
メ
；
ル
ア
カ
ウ
ン
ト

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
と
い
っ
て
も
、
会
社
で
す
が
。
〕

　
さ
て
、
近
況
報
告
で
す
が
、
私
は
現
在
、
芝
通
新
潟
事
業

所
で
d
b
M
A
G
－
0
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
〕
て
、
主
に
、

企
業
の
販
売
管
理
シ
ス
一
丁
ム
の
印
刷
処
理
プ
□
グ
ラ
ム

の
開
発
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
恐
ら
く
今
年
一
杯
は
、
印

刷
な
ど
の
バ
ッ
チ
処
理
プ
□
グ
ラ
ム
の
開
発
が
メ
イ
ン
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
d
b
M
A
G
－
C
は
、
9
一
一
一
□
語
や
V
B

と
違
い
，
コ
ー
ド
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
代
わ
o
、
ど
う
い
う
風
に
処
理
が
流
れ
て
い
る
の
か
、

目
で
コ
ー
ド
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
0
冒
語
や

V
日
し
か
扱
っ
た
こ
と
が
な
い
人
に
は
少
々
抵
抗
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

○
で
す
が
、
幸
い
に
も
、
新
潟
事
業
所
に
は
大
変
優
れ
た

技
術
と
知
識
を
持
っ
た
先
輩
方
が
お
ら
れ
る
の
で
、
が
ん

ぱ
る
し
か
な
い
と
い
う
感
じ
で
す
。
先
生
も
体
に
気
を
付

け
て
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
で
は
、
ま
た
メ
ー
ル
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芝
通
勤
務
　
横
山
祐
樹
）

　
私
は
今
、
大
学
を
卒
業
し
営
業
職
に
就
い
て
い
ま
す
。
一

見
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
に
直
接
関
係
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
で
は
あ
o
ま
せ
ん
。
確
か
に
、

講
義
の
内
容
は
今
の
仕
事
に
直
接
関
係
し
て
い
な
い
も

の
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
よ
り
新
潟
国
際
情
報
大

学
で
は
、
聴
い
て
い
る
だ
け
の
講
義
で
は
な
く
、
数
人
で

集
ま
り
何
か
に
つ
い
て
討
論
し
あ
〕
た
り
、
ま
た
そ
の
結

果
を
い
か
に
分
か
り
や
す
く
発
表
す
る
か
、
ま
た
、
た
だ

P
0
を
学
ぷ
の
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
P
C
を
使
コ
て

何
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
学
ぷ
こ
と
が
て
き
た
の
で
、

社
会
人
に
な
っ
た
今
、
と
て
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
ゼ
□
ツ
ク
ス
勤
務
　
渡
部
康
一
〕

　
　
御
一
兀
気
で
す
か
。
学
生
の
こ
ろ
は
お
世
話
に
な
O

ま
し
た
。
7
月
「
目
を
も
っ
て
正
社
員
に
な
O
ま
し
た
。

　
現
在
は
エ
ア
コ
ン
の
製
品
学
習
や
営
業
の
見
積
バ
ソ

］
ン
の
操
作
な
ど
勉
強
が
非
常
に
大
変
な
状
態
で
す
。

　
会
社
に
よ
う
や
く
電
子
メ
ー
ル
が
は
い
o
ま
し
た
の

で
「
」
連
絡
ま
で
で
今
回
は
失
礼
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
電
機
総
設
勤
務
　
林
　
公
市
）

　
こ
ん
に
ち
は
、
清
水
で
す
。

　
部
長
が
メ
ー
ル
す
る
と
一
一
一
冒
コ
て
い
た
の
で
、
も
う
こ
存

知
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
配
属
の
辞
令
を
受
け
て
5
月

㎎
目
か
ら
東
芝
の
青
梅
工
場
に
勤
務
し
て
い
ま
す
凸
遠
い
。

　
配
属
さ
れ
て
－
週
闇
し
か
過
ぎ
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ

何
も
わ
か
ら
な
い
で
す
け
ど
、
な
ん
と
か
病
気
に
も
な
ら

ず
元
気
に
や
っ
て
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
に
も
だ
い
ぷ
慣
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
来
る
用
事
が
あ
っ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ

い
ら
つ
し
や
つ
て
下
さ
い
。

　
7
月
配
日
＾
日
）
か
ら
8
連
休
で
新
潟
に
帰
る
つ
も
O

な
の
で
こ
っ
ち
か
ら
行
く
か
も
。

で
は
で
は
、
お
元
気
で
。

　
　
　
　
（
東
芝
シ
ス
テ
ム
開
発
勤
務
　
清
水
　
公
春
）

　
現
在
、
私
は
第
一
印
刷
所
の
営
業
開
発
部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
毎
日
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
〕
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
が
、
環
境
的
に
は
在
学
時
代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
入
社
し
た
ぱ
か
o
な
の
で
、
状
況
的
に
は
自
分

の
方
向
性
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
段
階
か
な
、
と
冒
分

で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
入
社
し
て
み
て
、
感
じ
た
こ
と
な
の
で
す
が
、

学
生
で
あ
っ
た
頃
に
私
が
感
じ
て
い
た
社
会
と
実
際
の

社
会
の
様
子
は
少
し
違
う
様
で
す
。

　
い
ま
は
手
探
り
の
よ
う
に
0
L
（
？
）
生
活
を
送
コ
て

い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

が
出
采
る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
印
刷
所
勤
務
　
北
原
　
理
恵
）

　
昨
隼
慶
惰
報
文
化
学
科
率
業
．
隻
で
現
夜
韓
国
の
延
世

犬
学
語
学
黛
で
韓
題
語
を
学
ん
で
い
る
小
林
汲
聖
察
さ

ん
が
、
↓
」
の
慶
韓
国
外
国
囲
甲
x
学
大
学
院
修
士
課
穆
H
［
口
譲
．

冒
又
学
科
讃
学
系
）
の
入
試
に
含
格
し
表
し
た
。

　
蒙
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
卒
業
生
で
、
本
学
研
究
生

一
の
三
條
知
芙
さ
ん
が
慶
応
鐘
萎
†
犬
学
院
修
士
課
程
｛
謹

理
工
学
尊
攻
〕
の
入
試
■
に
合
格
し
ま
■
し
た
。
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こ
の
た
び
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
刷
新
し
ま
し
た
。
今
ま

で
は
一
部
の
教
職
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
、
主
に
学
内

向
け
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
今
回
大
学
の
公

　
1
1
月
9
目
か
ら
佃
日
ま
で

の
「
週
問
、
A
F
S
新
潟
支
部

か
ら
の
要
請
で
A
F
S
留
学

生
ジ
ョ
ア
ン
さ
ん
以
下
呂
名
（
オ

ー
ス
ト
ラ
U
ア
4
名
、
ア
メ
リ

カ
2
名
、
ド
イ
ッ
、
タ
イ
、
コ
ス

式
な
公
報
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
と
し
て
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
今
後
W
E
目
を
通
じ
て
、
学
外
へ
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
し
て
い
＜
予
定
で
す
。

　
そ
の
た
め
ま
ず
H
目
目
d
－
－
□
目
昌
を
設
け
、
そ
こ
に

特
に
重
要
な
出
来
事
や
お
知
ら
せ
を
随
時
載
せ
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ
な
ど
、

通
常
の
大
学
に
必
ず
あ
る
項
目
だ
け
で
な
く
、
本
学
の
各
種

ク
ラ
プ
の
活
躍
な
ど
も
こ
の
H
日
a
d
i
i
□
臼
s
に
入

れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
学
友
会
の
ぺ
－
ジ
や
卒
業
論
文
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
ど
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
、
学
生
の
活

躍
ぶ
り
の
一
端
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本
学
の
卒
業

生
や
父
兄
の
皆
様
だ
け
で
な
く
、
本
学
の
受
験
を
考
え
よ
う

と
し
て
い
る
受
験
生
に
と
っ
て
も
、
大
学
の
雰
囲
気
が
分
か

る
よ
う
な
べ
－
ジ
に
な
〕
て
い
る
の
で
は
と
目
負
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
充
実
し
た
ぺ
i
ジ
作
o
を
進
め
て
い
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。
是
非
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
こ
覧
に

な
コ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

（
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
「
」
意
見
・
こ
提
案
は
、

［
㎝
⊂
一
㊨
］
⊂
一
皿
．
m
o
」
p
↓
o
元
m
］
m
ヨ
一
⑮
］
三
m
．
m
ロ
ー
冒
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
〕
（
広
報
委
員
会
）

□
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タ
U
力
各
－
名
）
が
、
本
学
に
お
い
て
学
生
パ
ー
ト
ナ
ー
の

協
カ
の
も
と
に
、
授
業
・
演
習
の
参
観
バ
ソ
コ
ン
実
習
へ
の

参
加
、
学
生
と
交
流
等
の
体
験
学
習
を
行
っ
た
。
A
F
S
と
は
、

世
界
各
国
で
高
校
生
や
教
師
の
交
換
留
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
異
文
化
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
る
国
際
的
な
民
闇
団

体
で
あ
O
、
現
在
、
世
界
5
5
の
国
と
地
域
が
加
盟
し
、
約
1
0

万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
年
間
－
万
人
の
交
流
を
実
施

し
て
い
る
。
A
F
S

概
庫
竺

校
生
を
受
け
入
れ
、

ま
た
そ
れ
ら
の
国
へ

約
7
0
0
人
の
高

校
生
を
派
遺
し
て

い
る
が
、
派
遣
に
く

ら
べ
受
け
入
れ
が
少

な
い
と
い
う
指
摘

も
あ
る
。

「
鷲
尾
教
授
が
韓
国
で
招
待
講
演
」

　
韓
国
の
K
a
□
9
n
日
m
大
学
（
江
南
大
学
、
ソ
ウ
ル
郊
外
〕

の
設
立
5
0
周
年
記
念
行
事
と
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

m
月
に
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
鷲
尾
泰

俊
教
授
が
招
待
さ
れ
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
企
業
の
競
争
力
室
局
め
る

た
め
の
総
台
晶
質
と
情
報
」
で
あ
O
、
鷲
尾
教
授
は
「

一
］
昌
畜
ゴ
昌
　
o
↓
　
T
O
M
／
T
Q
0
」
と
題
し
、
今
後

の
き
ぴ
し
い
国
際
競
争
の
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
の
T
Q
M
／

T
0
0
（
総
合
的
晶
質
管
理
〕
は
ど
こ
を
変
え
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
か
、
ど
こ
を
強
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
ま
た
、
同
大
学
の
産
業
■
学
科
の
学
生

に
対
し
て
講
義
と
対
話
を
行
っ
た
。

「
察
教
授
が
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
」

　
情
報
文
化
学
科
蘂
建
国
教
授
は
、
B
月
2
0
日
か
ら
四
日

に
開
か
れ
た
中
国
史
学
会
と
北
京
大
学
共
同
主
催
の
「
戊

戌
維
新
百
周
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
研
究
発
表

し
た
。
ま
た
昌
月
㎎
、
2
0
日
上
海
で
、
中
日
共
催
の
「
現
代
中

国
構
造
変
動
と
中
日
関
係
国
際
学
術
討
論
会
」
で
司
会
を

行
い
、
g
月
臼
、
盟
日
上
海
社
会
科
学
院
主
催
の
「
中
国
都

市
発
展
と
社
会
経
済
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
コ
メ
ン
テ
ー

タ
を
務
め
、
ま
た
、
上
海
社
会
科
学
院
の
特
約
教
授
と
し
て
、

当
院
設
立
仙
周
年
の
記
念
行
事
に
も
出
席
し
た
。

「
稲
宮
教
授
が
米
国
で
学
会
発
表
」

　
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
稲
宮
健
一
教
授
は
、
g
月
帖
…
g
月

㎎
日
に
、
テ
ネ
シ
ー
州
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
で
米
国
航
行
学
会
＾

一
］
m
葺
具
皿
口
↓
Z
田
く
一
窓
己
昌
）
が
主
催
す
る
－
0
N
　
G

P
S
明
1
こ
出
席
し
、
論
文
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
G
P
S
（

〇
一
口
冨
一
－
冨
己
0
コ
ゴ
唖
ω
益
↓
O
ヨ
〕
は
米
国
が
誇
る
、
地

球
上
の
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
こ
の
衛
星
か
ら
電
波
を
受
け
て
、

高
精
度
に
自
分
の
位
置
を
計
測
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
日

本
で
は
カ
ー
ナ
ビ
ヘ
の
応
用
が
身
近
な
例
で
す
。
学
会
に
は

世
界
中
か
ら
専
門
家
が
約
2
ロ
ロ
o
人
集
ま
o
ま
し
た
。

　
G
P
S
の
次
世
代
の
航
行
衛
星
シ
ス
テ
ム
を
論
議
す
る

分
科
会
で
．
〉
㎝
昔
曼
0
コ
芽
o
Z
竪
O
O
凹
己
0
コ
皿
コ
α

○
ロ
ヨ
ヨ
⊂
］
一
〇
団
ゴ
ロ
コ
m
皿
討
一
＝
帯
m
宝
卑
田
ヨ
d
「
与
m
Z
皿
斉

0
雪
皿
「
竪
0
，
と
題
す
る
将
来
の
航
行
衛
星
に
適
し
た
衛
塁

の
宇
宙
空
間
で
の
配
置
に
関
す
る
論
文
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
松
崎
教
授
が
国
際
数
学
者
会
議
に
出
席
」

　
o
u
月
花
日
か
ら
η
日
ま
で
ベ
ル
U
ン
エ
科
大
学
で
開
か
れ

た
国
際
数
学
者
会
議
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
松
崎
奈
岐
教

授
が
出
席
し
て
多
く
の
数
学
者
と
交
流
し
た
。
g
6
力
国
か

ら
凡
そ
3
5
0
0
人
の
数
学
者
が
集
ま
っ
た
。
4
年
に
一
度
開

か
れ
る
こ
の
会
議
で
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
数
学
の
ノ
ー

ベ
ル
慶
と
も
い
わ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
の
授
与
式
で
あ
る
。

今
年
の
受
慶
者
は
、
T
・
グ
□
ウ
ワ
ー
等
欧
米
の
数
学
者
4

名
で
、
そ
の
内
容
は
、
解
析
、
代
数
の
諸
分
野
に
ま
た
が
o
、

当
初
の
う
わ
さ
通
o
の
も
の
で
あ
⊃
た
。
か
つ
て
日
本
で
は

3
名
の
受
賞
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
わ
か
れ
て
、
レ
ク
チ
ャ
ー
、
討
議
が
行
わ
れ
た
が
、
ナ
チ
ス

の
過
去
（
ユ
ダ
ヤ
系
数
学
者
の
追
放
「
4
4
人
に
及
ぷ
〕
か

ら
脱
却
す
る
べ
く
こ
の
会
議
に
よ
せ
る
ド
イ
ツ
の
熱
意
は
、

相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
原
口
教
授
、
西
ア
フ
リ
カ
で
調
査
」

情
報
文
化
学
科
原
□
武
彦
教
授
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金
（
国
際
学
術
研
究
〕
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
調
査
団

の
一
員
と
し
て
9
月
5
日
か
ら
盟
日
、
西
ア
フ
リ
カ
の
］
－

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ス
を
歴
訪
し
た
凸
現
地
で
は
、
資
料

収
集
・
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
と
共
に
、
］
－
ト
ジ
ポ
ワ
ー

ル
国
立
大
学
と
の
共
催
の
セ
三
ナ
ー
で
、
「
ア
フ
リ
カ
の
政

治
的
民
主
化
と
部
族
　
　
］
－
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
事
例
」
と

題
す
る
研
究
発
表
を
行
⊃
た
。

「
知
識
べ
－
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
学
国
際
A
f
義
［

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
樋
口
光
明
助
教
授
は
、
0
］
月
9
日
か
ら

1
－
日
に
ス
□
バ
キ
ア
共
和
国
で
開
か
れ
た
、
第
3
回
知
識
べ

－
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
学
国
際
会
議
に
出
席
し
た
。
こ
の
会

議
は
、
主
と
し
て
旧
東
欧
と
日
本
の
人
■
知
能
関
係
の
研
究

者
が
中
心
に
な
〕
て
、
2
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。
発
表

さ
れ
た
内
容
は
、
「
自
動
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
か
ら
、
ヲ

□
グ
ラ
ム
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
、
「
知
識
獲
得
」
ま
で
、
か
な
り
広
い

範
囲
で
あ
っ
た
。

「
永
井
教
授
が
パ
ネ
リ
ス
ト
」

■
月
㎜
目
（
金
）
、
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
に
お
い
て
、
新
潟
市

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
協
議
会
主
催
の
、
情
報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

棚
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
可
能
性
と
課
題
」
が
開
か
れ
た
。

本
学
非
常
勤
講
師
の
原
敏
明
氏
＾
新
潟
経
済
社
会
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
理
事
〕
の
基
調
講
演
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
創

り
出
す
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
世
界
」

に
つ
づ
き
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
永
井
教
授
が
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
新
潟
か
ら
世
界
へ
世
界
か
ら
新
潟
ヘ
　
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
こ
れ
か
ら
の
取
O
組
み
方
」
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を

勤
め
た
。
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創
部
五
年
目
に
し
て
見
事
、
開

花
し
た
と
い
う
べ
き
か
、
本
年
度

の
わ
が
軟
式
野
球
部
の
活
躍
は
め

ざ
ま
し
か
っ
た
。
春
の
新
潟
地
区

大
会
で
優
勝
し
出
場
し
た
夏
の
全

国
大
会
で
は
、
強
豪
帝
京
大
学
を

破
り
、
次
の
高
松
大
学
戦
は
、
延
長

の
末
、
サ
ド
ン
デ
ス
特
別
ル
ー
ル

で
4
対
7
と
惜
敗
し
た
も
の
の
見
事
、

全
国
ベ
ス
ト
8
の
栄
冠
を
か
ち
と

つ
た
。

　
秋
期
新
潟
地
区
大
会
で
も
、
破

竹
の
勢
い
は
と
ま
ら
ず
、
地
区
内

8
チ
ー
ム
を
総
ナ
メ
に
し
、
う
ち
、
敬
和
大
、
薬
科
大
、

新
大
医
学
部
と
の
3
試
合
は
、
い
ず
れ
も
7
回
コ
ー
ル
ド
・

ゲ
ー
ム
と
い
う
圧
勝
ぷ
o
で
あ
っ
た
。
講
義
の
出
欠
が

き
ぴ
し
く
、
専
用
の
球
場
も
な
い
た
め
に
練
習
も
ま
ま

な
ら
ぬ
わ
が
チ
ー
ム
で
は
あ
る
が
、
投
打
の
要
、
中
野

－
米
沢
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中
心
に
チ
ー
ム
は
よ
く
ま
と

ま
っ
τ
い
た
。
四
番
米
沢
の
こ
の
大
会
で
の
柵
越
え
ホ

ー
ム
ラ
ン
4
本
は
、
大
会
史
に
残
る
記
録
で
あ
ろ
う
。

　
続
い
て
新
潟
地
区
代
表
と
し
て
一
一
一
年
連
続
で
出
場

す
る
こ
と
に
な
⊃
た
東
目
本
大
会
で
は
、
初
戦
で
強
豪

創
価
大
と
対
戦
、
g
対
臼
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
敵

の
猛
打
に
早
々
に
潰
れ
た
工
－
ス
中
野
を
継
投
し
た
一

年
生
の
吐
嬢
、

強
豪
打
線
を
4

回
か
ら
ピ
シ
ャ

リ
完
封
し
た
こ

と
は
、
来
年
度

以
降
へ
の
明
る

い
兆
し
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て

わ
が
チ
ー
ム
の

伝
統
も
徐
々
に

築
か
れ
つ
つ
右

る
。

、
紅
翔
祭
盛
り
上
が
る
。

今
年
度
の
紅
翔
祭
は
、
－
国
際
5
年
目
の
開
穀
－
と
い
コ

ス
□
－
ガ
ン
の
も
と
、
m
月
四
日
＾
土
〕
、
配
日
（
日
〕
の
2
日

間
に
わ
た
o
開
か
れ
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
筑
紫
哲

哉
氏
の
「
多
事
争
論
」
、
嶋
岡
健
治
氏
の
「
バ
レ
ー
ボ
：
ル

と
私
」
の
2
つ
の
講
演
が
茜
O
満
員
の
盛
況
で
あ
〕
た
。
年
々

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
増
え
、
学
生
自
ら
の
手
に
よ
る
運
営
が

定
着
化
し
て
い
る
こ
と
は
頼
も
し
い
限
o
で
あ
る
。

　第5回紅翔祭
　実行委員長

　　　●
情報文化学科3年
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私
は
紅
翔
祭
の
準
備
段
階
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
る
機
会
が
た
ぴ
た
び
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
「
学
生

に
と
コ
て
、
学
園
祭
と
は
何
な
の
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

学
園
祭
で
何
か
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
興
昧

も
ほ
と
ん
ど
な
い
学
生
に
と
っ
て
は
準
備
、
後
片
付
け
の

日
を
含
め
て
4
日
闇
の
う
れ
し
い
連
休
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

少
し
で
も
良
い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
を
し
て
み
た
り
、

自
分
が
中
心
と
な
o
、

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
や

っ
て
み
る
の
も
良
い

だ
ろ
う
．
そ
こ
ま
で

で
き
ぬ
な
ら
、
当
日
1
こ
、

お
客
さ
ん
と
い
う
立

場
で
、
自
分
の
学
校

の
生
徒
が
何
を
し
て

ト
を
終
え
て
し
ま
っ
て
い
る
学
生
は
そ
こ
で
大
き
な
［
摂
失
］

を
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。

　
学
園
祭
だ
け
に
限
ら
ず
、
普
段
の
講
義
以
外
の
勉
強

と
い
う
の
は
大
学
4
年
閤
に
い
く
ら
で
も
転
が
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
探
し
出
し
、
と
り
あ
え
ず
一
生
懸
命
や
っ
て
み
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で
、
友
人
の
良
い
と
こ

ろ
を
見
⊃
け
た
o
、
逆
に
弱
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
り
す

る
だ
ろ
う
。
他
人
の
と
交
渉
の
仕
方
を
身
を
も
⊃
て
覚
え

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
で
て
最
低
限
必
要
な
こ

と
も
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
ま
る
。
自
分
が
い
っ
た
い
ど

う
い
う
人
間
な
の
か
考
え
る
機
会
も
で
て
く
る
。

　
「
学
生
に
と
⊃
て
の
学
園
祭
っ
て
？
」
と
い
う
疑
問
の
答
え

は
紅
翔
祭
が
終
わ
っ
た
今
も
ま
だ
出
な
い
で
い
る
が
、
少
な

く
と
も
学
生
目
身
の
人
間
的
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
一
つ

の
も
の
に
向
か
っ
て
努
カ
し
た
り
、
苦
悩
し
た
り
す
る
姿
が
、

周
り
の
人
か
ら
見
れ
ば
「
学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
そ

の
目
に
映
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

王
曙
光
杜
造
匝
違
莫
等
共
菩

執
筆
に
よ
⊃
て
、
歴
史
・
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
を
含
む
現

代
中
国
の
全
体
像
が
描
か
れ
た
本
で
す
。
本
碧
の
中
で
、
「
は

じ
め
に
」
、
「
中
華
帝
国
の
崩
壊
」
、
「
近
代
国
家
へ
の
歩
み
」

の
諸
節
を
担
当
し
ま
し
た
。
第
一
刷
が
発
行
さ
れ
た
後
、
好

意
的
な
書
評
が
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
才
ソ
≡
ナ
リ

ズ
ム
が
見
ら
れ
ず
、
事
実
を
淡
々
と
述
べ
、
地
に
付
い
た
見

解
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
石
欽
司
彗

吉
－
≡
o
彗
o
冨
5
ミ
；
昏
；
5
冨
壷
彗
凹
ヨ
o
寄
冒
害
o
≡
o
言
ミ
亀

言
冒
ヨ
凹
冒
s
旦
「
o
｛
一
冒
…
≡
害
冒
≡
旨
言
ヨ
臣
冒
富
“
『
，
o

毒
害
p
5
ユ
昌
、
害
邑
昌
二
〇
畠
〕
（
英
語
）

　
十
八
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
者
バ
イ

ン
ケ
ル
ス
フ
ー
ク
の
国
際
法
理
論
を
多
面
的
に
論
じ
た
も

の
で
す
。
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
に
提
出
し
た
学
位
講
求
論
文
を

増
補
・
改
訂
し
、
公
刊
し
ま
し
た
。

と
語
ト
　
　
、
年
ワ
■
ル
ド
カ
ツ
プ
日
巽
催
に
向
け
嘉
需
は
、
月
、
貝
、

ル
鰐
ス
　
罧
姉
簑
－
㍗
む
舜
㌶
汽
㍗
冒
㍑
㍑
ガ

バ
朝
テ
　
ー
階
葬
し
真
李
の
己
ア
研
究
会
も
目
黒
一
肇
情
報
文
化
学
科

イ
・
ン
弓
守
、
に
こ
れ
に
参
加
レ
海
外
研
修
や
学
園
祭
で
の
活
動
内
容
を
展
．
爪
し

テス
国
コ
　
チ
井
砧
緋
㍊
㍑
μ
μ
ゼ
拝
縣
嘗
㍗

エ
韓
チ
　
李
県
妾
子
短
期
李
新
潟
李
市
民
団
件
新
潟
市
な
ど
晶
体
で
結

フ
回
一
加
成
し
た
童
員
会
が
主
催
す
る
も
の
で
耳
日
本
海
沿
岸
で
は
初
の
ス
ピ
．
チ

国
ー
ピ
参
冒
訂
冒
詰
暮
慕
デ
㍗
栽
㍗
㌶
打
い

韓
第
ス
に
学
科
・
奉
部
の
奨
励
纂
曇
受
慶
し
真

石
川
真
潰
書

『
い
ま
、
政
党
と
は
何
か
」

岩
波
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト
4
≡
4
　
1
目
9
冨
年
7
月

　
こ
こ
2
、
昌
年
の
政
党
の
結
成
・
解
消
の
動
き
を
整
理
し

た
う
え
で
、
そ
も
そ
も
政
党
と
は
何
か
、
明
治
期
の
目
由
民

権
運
動
に
湖
っ
て
検
証
し
、
今
の
政
党
の
有
権
者
と
の
距
離
、

今
後
の
政
党
の
右
り
方
な
ど
を
論
じ
て
い
ま
す
。
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私
は
フ
月
η
日
か
ら
島
月
o
u
日
ま
で
の
｝
目
問
、
韓
国
の

全
北
＾
チ
ョ
ン
プ
ク
）
大
学
で
開
催
さ
れ
た
韓
国
語
研
修
に

参
加
し
た
。
こ
れ
は
全
北
大
学
が
主
催
し
、
日
韓
文
化
交
流

基
金
が
後
援
す
る
も
の
で
、
研
修
に
は
日
本
各
地
の
1
5
大
学

か
ら
筥
3
名
の
大
学
生
が
集
ま
っ
た
。
本
学
か
ら
は
私
の
他
に
、

情
報
文
化
学
科
4
年
の
野
崎
愛
さ
ん
、
川
上
洋
子
さ
ん
も
一

緒
に
参
加
し
た
。

　
全
北
大
学
は
全
羅
北
道
の
全
州
＾
チ
ョ
ン
ジ
ュ
〕
に
あ
る
国

立
大
学
だ
山
こ
の
研
修
で
は
、
午
前
に
会
話
と
特
別
講
義
、

午
後
も
5
時
半
ま
で
韓
国
の
文
化
体
験
＾
陶
磁
器
作
o
や
、

仮
面
劇
鑑
賞
な
ど
）
と
、
ぴ
コ
ち
o
と
勉
強
す
る
。
さ
ら
に
、

夜
は
韓
国
人
の
学
生
た
ち
と
学
外
へ
行
き
、
夜
の
韓
国
語
研

修
（
？
）
を
み
っ
ち
り
と
積
ん
だ
。
中
で
も
、
夜
の
研
修
が
楽

し
く
，
一
番
身
に
つ
い
た
。

　
研
修
中
、
私
は
「
八
ン
の
文
化
」
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と
が

あ
⊃
た
。
八
ン
と
は
韓
国
語
で
恨
み
の
こ
と
で
、
韓
国
は
「
ハ

ン
の
文
化
の
国
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
一
日
葉
は
知
っ
て

い
て
も
、
若
者
の
問
で
は
も
う
希
薄
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

　
友
人
に
ム
ル
ッ
ケ
と
い
う
学
生
が
い
た
。
彼
は
ア
ル
バ
イ

ト
で
大
学
の
寮
の
管
理
人
を
し
て
い
た
。
一
緒
に
飲
み
に
行

く
約
束
の
目
、
ち
ょ
う
ど
寮
の
知
人
の
誕
生
日
と
重
な
り
、

彼
の
誕
生
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
知
人
と
ム
ル
ッ
ケ
は
友
人
だ
コ

た
の
で
、
私
は
彼
が
「
一
緒
に
飲
も
う
」
と
一
一
一
一
弓
た
の
は
こ
の

集
ま
o
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
ム
ル
ッ
ケ
は
来
な
か
コ
た
。
翌
目
、

彼
は
「
約
束
を
破
コ
た
」
と
い
っ
て
怒
コ
た
。
私
が
ど
ん
な
に

謝
っ
て
も
、
彼
は
怒
っ
た
ま
ま
だ
⊃
た
。
す
る
と
、
彼
は
突
然
「
こ

れ
か
ら
飲
み
に
い
こ
う
」
と
い
っ
た
。
時
計
を
見
れ
ば
、
午
後

■
時
半
。
そ
れ
か
ら
朝
の
5
時
ま
で
外
で
飲
み
、
歌
っ
て
、
さ

ら
に
寮
で
飲
み
続
け

た
。
こ
の
時
ム
ル
ッ
ケ

は
、
「
韓
国
に
は
八
ン

の
文
化
が
あ
る
。
八
ン

と
は
単
に
恨
む
だ
け

で
は
な
く
、
情
の
嚢
返

し
で
あ
る
。
傭
が
あ

る
か
b
八
ン
が
生
ま
れ
、

恨
ん
で
、
恨
ん
で
、
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
缶

ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
情
三
一

　
　
　
　
　
　
　
　
－
直

が
生
ま
れ
る
」
と
ポ
咄
、
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は
ム
ル
ッ
ケ
の
持
論
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
の
心
に
は
ズ
ー

ン
と
響
い
た
。
こ
の
瞬
問
、
「
八
ン
の
文
化
」
の
実
像
に
触
れ

た
と
思
っ
た
。

アジア文化祭

でω劇公濱宿

　終えて
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私
達
中
国
語
研
究
会
は
、
今
回
初
め
て
大
学
外
で
の
劇
公

演
を
し
、
観
客
の
皆
様
の
温
か
い
拍
手
を
土
産
に
終
え
る
こ

と
が
出
栗
た
こ
と
は
、
私
達
に
大
い
な
る
自
信
を
与
え
て
く

れ
た
。

　
新
潟
県
が
主
催
す
る
こ
の
ア
ジ
ア
文
化
祭
は
、
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
文
化
交
流
を
テ
ー
マ
に
一
一
年
に
一
度
の
活
気
に
あ
ふ

れ
る
祭
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
『
一
一
一
国
志
」
を
披
露
す
る
こ
と
を

依
頼
さ
れ
た
の
だ
が
、
私
達
は
最
初
は
断
コ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
の
大
舞
ム
『
大
学
外
で
の
公
演
、
市
民
と
の
触
れ

台
い
韓
々
、
初
め
τ
づ
く
し
で
あ
o
、
人
様
に
見
せ
ら
れ
る

程
の
も
の
か
、
と
い
う
懐
疑
心
が
あ
⊃
た
が
、
皆
の
熱
意
に
よ

っ
て
依
頼
を
ひ
き
受
け
稽
古
を
始
め
て
い
っ
た
。

　
時
が
経
つ
に
⊃
れ
て
私
達
の
緊
張
は
高
ま
o
、
一
人
ひ
と
o

の
役
づ
く
o
・
声
・
よ
り
美
し
い
中
国
語
の
発
昔
の
追
求
・
演

技
指
導
に
も
熱
が
入
る
。
そ
こ
に
は
一
つ
の
目
標
に
向
か
い

稽
古
に
励
む
仲
闇
の
姿
、
学
年
を
超
え
た
協
カ
が
生
ま
れ
、

お
互
い
に
役
づ
く
o
や
演
技
、
剣
の
振
o
方
一
つ
に
し
て
も
話

し
合
い
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
劇
を
目
指
し
て
カ
を
合
わ
せ
て

い
コ
た
。

　
い
ざ
本
番
当
日
を
迎
え
最
後
の
台
詞
台
わ
せ
の
時
、
多
く

の
人
が
緊
張
か
ら
か
台
詞
が
流
暢
に
一
一
一
一
口
え
な
か
⊃
た
。
大
丈

夫
な
の
か
と
心
配
が
募
る
が
時
間
は
待
コ
て
く
れ
な
い
。
衣

装
に
着
替
え
、
舞
台
へ
の
道
の
o
で
人
々
の
視
線
が
集
ま
っ

て
い
く
と
緊
張
感
は
頂
占
…
に
達
し
た
。
さ
あ
本
番
の
時
が
来

た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
本
番
に
な
る
と
、
今
ま
で
の
心
配
事
は
ど
こ
へ

行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
え
る
く
ら
い
に
全
員
が
目
信
に
満

右
あ
ふ
れ
た
、
迫
力
の
あ
る
演
技
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
声
も
発
昔
も
全
て
に
お
い
て
練
習
以

上
の
カ
を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
戦
闘
シ
ー
ン
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
を
飛
び
出
し
て
の
演
技
が
観
客
の
方
々
を
次
々

と
魅
了
し
て
い
コ
た
と
い
う
手
応
え
が
あ
⊃
た
。

　
公
演
終
了
後
の
話
で
は
、
我
々
の
台
詞
が
中
国
人
留
学
生

に
理
解
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
私
達
の
中
国
語
が
ネ

イ
テ
ィ
ヴ
の
人
々
に
通
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
公
演

直
後
の
挨
拶
で
の
お
客
様
か
ら
の
温
か
い
拍
手
は
、
今
で
も

…
．
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一
編
集
後
記
に
代
え
て

　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
展
長
竹
並
　
輝
之

　
夏
体
み
以
曄
、
本
寧
で
は
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
て
、

盛
り
沢
川
の
地
域
交
流
イ
ペ
ン
ト
を
開
催
L
、
多
く
の
地
域
住
民

や
産
葉
界
の
方
々
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
融
も
公

開
講
座
で
講
師
を
担
当
し
ま
L
た
が
、
参
加
者
の
方
々
が
非
常

に
熱
心
で
、
誰
錐
に
対
す
る
反
応
の
大
き
さ
に
新
鮮
な
驚
き
を

覚
え
ま
し
た
。
話
を
聞
き
な
が
ら
う
な
ず
い
て
く
れ
る
、
質
問
が

出
る
、
冗
談
を
一
一
一
口
う
と
笑
っ
て
く
れ
る
、
問
い
か
け
に
明
快
に
答
え

て
く
れ
る
な
ど
、
大
学
の
授
業
で
は
体
験
す
る
こ
と
の
少
な
い
反

応
が
あ
り
ま
し
た
由
本
寧
の
掌
生
に
も
こ
の
よ
う
な
態
度
を
期
■

待
L
た
い
な
と
感
じ
ま
L
た
。

　
地
蔵
交
流
イ
ペ
ン
ト
に
多
く
の
方
々
に
塑
■
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
広
報
委
貝
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
広
報
活

動
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
あ
o
、
ど
の
よ
う
在
効
果
が

あ
っ
た
の
か
不
安
で
し
た
が
、
公
開
講
座
の
参
加
者
珊
名
に
た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
、
公
開
講
塵

を
知
っ
た
の
は
、
車
内
ポ
ス
タ
ー
m
名
、
チ
ラ
シ
4
名
、
市
報
5
名
、

新
聞
1
名
、
イ
ン
ク
ー
ネ
ソ
ト
ー
名
、
そ
の
他
ヨ
名
。
こ
れ
ら
を
参

考
に
地
域
の
方
々
に
新
潟
国
際
惰
報
大
学
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
、
よ
o
効
果
的
在
情
報
発
信
活
動
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
山

　
本
号
で
は
、
単
外
実
習
体
験
記
を
特
集
し
ま
し
た
、
最
近
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
呼
ぴ
方
で
、
荏
学
申
に
社
会
を
実
体
・
験

す
る
こ
と
が
望
ま
L
い
と
文
部
省
も
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
本
掌

惜
報
、
ソ
ス
テ
ム
学
科
で
は
、
開
学
以
来
地
域
企
薬
の
協
力
を
得
て
、

害
年
夏
休
み
に
掌
外
実
習
を
カ
り
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ん
で
き
ま

し
た
血
学
外
実
習
を
終
え
た
後
、
机
上
で
勉
強
し
て
き
た
授
撲
の

意
味
が
棄
感
で
き
、
授
莱
に
興
味
が
出
て
き
た
と
い
う
撃
生
も

多
く
、
勉
挙
意
歓
の
向
上
や
進
路
の
決
定
に
よ
い
劫
果
を
与
え
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
■
も
o
と
畢
い
時
占
一
で
学
外
実
習
を
体
験
し
た

か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。
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